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 次に、2-アシル型 C22:6 LPA と 1-アシル型 C22:6 LPA の両方の合成を目指した。
特に、2-アシル型 C22:6 LPA は急性心筋梗塞や不安定狭心症との関連が指摘されて
いるものの、合成そのものが行われていないため、その詳細が不明である。2-アシル
型 C22:6 LPA の合成際、アシル基が２位から１位へ極めて容易に転移することが分
かった。詳細な検討により、3 位リン酸エステルを塩とすることにより転移が抑制さ






C22:6 LPA が多少混入してはいるものの、2-アシル型 C22:6 LPA が主として得られ
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